
人工庇陰によるスギ品種系統別耐陰性比較試験

野々部

木　村

は　　じ　　め　　に

二段林や多段林などの複層林施薬は、今須林業地や石原林材の日出雲林業地で行われており、それぞ

それ特撰な進展をみせている。そこで、上記林業地以外においても、少なからぬ複層林施薬の実行可

能地域、あるいは、その方が得策な地域があると推定され、これら地域における複層林施薬のための

下木として導入しうる耐陰性品種系統のものを兄いだきなければならない。この耐陰性品種系統のも

のを兄いだすために、関西支場では、相対照度2・4%のもとにおける生存率、枯損率をもって、耐陰

性が検討されている(3)。

しかしながら、耐陰性の内容は、①どれだけの暗さに耐えうるか。②生存を持続しうる明るさは

どれだけか。③年令が増すにしたがって生長に必要な明るさはどう変るか、ということにまとめら

れるとするならば(l)、②..③の事項が実際の施薬では、「層重要と思われる。そこで、本報告でば

②の事項の関連試験の-部として、相対照度が10%以上での明るさとスギ品種系統の生長との関係

を検討し、耐捻挫品寵の比較について、1-2の示唆を得たので報告する。なお、本報告は、第29

回日本林学会中部支部大会(1981)において発表した報告に、その後検討した資料を追加したもの

である。

1.材　料　と　方　法

1.1.試験期間　昭和5-4年3月~同年11月

1.2.試験場所　昭和5.4年3月一周年11月

1・3・庇陰糞置　し型鉄格子枠(長さ2m、横l・5m、高さ1.8m)に表-1に示すような庇陰材

料で被覆し、通気・降雨の透過を考慮して各照度条件を備えた試験区を設定した。各試験区の相対照

度は、宏-2に示すとおりである。

吊・供試材料　当場白鳥林木育種事業地で嚢宙したサンブスギ、アジマノスギ、イトンロスキ

ムマイスギの在来品種系統と精英樹郡上5号のさし木2年生苗を各試験区に植栽した。なお、各苗

木の形態、大きさは、できるだけそろえるように努めた。

1・う・床土条件　庇陰格子肉の各試験区の床土は、既存の床土がやゝ不良であるので、肥沃なB丘

型土壌のA層を搾取し運搬して、深さ約25函こなるよう客土した。

宏一l　　庇　●陰　材　料

照度区分 儁ﾘ������������������ﾝ���������{��

10%区 仞�mB��h8�6(5h8R��hx�7ﾈ8ｨ4x6�8ﾈ986ﾈ6(6r�#�8�6(5h8R�)hr�

30%区 仞�mB��h8�6(5h8R緬hx�7ﾈ8ｨ4x6�8ﾈ986ﾈ6(6r�#�8�6(5h8R��hx�R�

65%区 仞�mB��h8�6(5h8R��hr�

※　山県県事務所林務謀 一1-
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表-2　　照　度　条　件

試　　　験　　　区 剩吹@・対　　照　　度　　% 

10,%区 ���10.0(11) 

2 �������"��

30%区 ���27.0(　27) 

2 �3�紕���3���

65%区 鳴�65.4(　62) 

2 田B繧���cb��

100%区 ���100.0(100) 

2 ������������

注:相対照度欄のカッコ列の数値は東芝照度計による測定値から推定。

カッコ内は、太陽籠池積算照度計による測定値から推定。

1.6　管理方法　昭和54年4月3日に各スギ品種を定植し、活着を確認してから5月1日に庇陰

格子を殺菌した。その後、苗木1本当たりN4g(こだま特号20:10　‥10)をバラマキ施肥した。

6月から11月の定橙期間中は、朝夕30分づつ噴霧式自動溢水裳露によって灘水し、特に、日照り

の続いた夏期には、更に、適宜の撥水を追加実施した。

1.7　測定項目　各苗木の上長生長、最上段から2番目、3番目の側杖の伸長壁を凡そ20日・(18

→22日)ごとに測定した。11月19円にいたって供試苗木を掘り取り、地上部.地下部の生重畳

乾重畳、および椀高、腰元径を測定した。また、昭和54年11月2日、庇陰格子内の気温測定を9

時から1“7時まで1時間ごとに測定した。4月から11月の旬別平均気温、最高気温、最低気温、降

水量、日照時間は、岐阜気象台発行の気象月報(美濃市)による。

1.8　照度の測定法　地上120cm高さにおいて、昭和54年7月,2日に東芝照度計で測定した。

測定は各人工庇陰格子内で8点である。また、シャープ簿機製作の太陽彊池を使用した積算照度計2

点づつを地上120c桝高さに、昭和54年6月31日一同年7月6日に設置して、名相対照度と裸地

とにおける績算照度計の測定値かぢ計算して各相対照度を表-2に示した。その結果、東芝照度計、

太陽瑠池便闇の積算照度計とも、はゞ、等しい数値を得た。

2.結’某　と　考察

2.1人工廃除内の気温変化昭和54年11月2日9時から17時まで、1時間経過ごとに人工

庇陰内とマツ林内(当場実験林)の気温変化を測定した。なお、マツ林は、相対照度18%の北向き

斜面と、相対照度80%の軸き斜面の2林分である。図-1には、人工庇陰内の気温掴対照度別

に示し、同じ相対照度区は2回繰り返しであるので、それぞれについて図示した。すなわち、人工庇

陰内では、9時に15℃-16・5℃であったのか、1・0時以降急上昇し13時に23・6℃-25・2℃

とピークに達し、14暗にやゝ低下し、再び15時に21・9℃∴23・6℃と2度目のピークに達し、

17時には、16・0℃丁7・9ひこ下降している。午前中の100%区、65%区は、30%区、10

%区よりも、やゝ高温で推移しているが、午後は、逆に、30%区、10%区より低温で推移してい

る。また、マツ林内の気温変化についてみると、図-1に示す・とおり、朗き斜面、北向き斜面とも、

人工庇陰内よりかなり低温で推移しており、特に、北向き斜面では、相対照度が18%と低いことも

-2一



あって西向き斜面よりやゝ低温で推移している。なお、人工庇陰肉と西向き斜面のマツ林内で、14

時に急激な気温低下を認めろ。これは、この時刻に曇りとなったからである。北向き斜面のマツ林内

では、襲りの影響は僅かで、14時における気温低下は殆んど認めない。以上のことから、人工庇陰

内の気温は、林内よりかなり高い気温条件にあること、人工庇陰内の気温は、金網とポリネットを1

枚から3枚重ねの差はあっても、各相対照度の間に最大2℃の差しか認められない。

人工庇陰内　相対照慶
事　　　　　10%区

●-----　30　〃

信-・-・-・65　〃

。………100〃

マツ林内相対照度

18%北向き斜面

30%西向き斜面

測定時期:昭和54年11月

天　候:晴れ-時曇り

9　　10　11　12　13　14　15　16　17

時　　　　刻　(時)

図-・1　庇陰格子内.の気温変化
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2・2・旬別にみた最高気温、最低気温、平均気温、降水量の変化　昭和54年4月から11月まで

の旬別変化を図一2に示した。すなわち、最高気温は5月下旬、最低気温、平均気温は6月下旬まで

二進一遇しながら上昇傾向をたどり、8月中旬まで上下しなから推移し8月下旬以降は次第に下降し

ている。なお、最高気温30℃以上の真夏日は7月下旬から8月上旬となっている。

降水鰻は、旬間降水盛100砺初以上の時期が4月上旬、下旬、5月上旬・、6月下旬、7月中旬、8

月下旬、9月下旬、20脇未満の旬間は、4月中旬、5月下旬、6月上旬、中旬、8月中旬、9月中

旬、10月下旬、11月下旬であった。日照時間は、5月下旬、10月下旬、8月中旬が特に長く、

もっとも短いのは6月下旬で、9月下旬、11月下旬、7即千句、11月上旬も短い日照時間であっ

た。

日照

●-●●●●●-●●●●●

図-2　旬別にみた最高気温、最低気温、平均気温、降水量の変化
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2.3.照度と苗木形態の変化

2・3・1地上部生重愚、地下部生董賓、全生塞畳;宏一3・図一3に示すように、どの品寵も低照

度になる程、地上部、地下部の生霊壁ともに減少傾向を認めるが、サンブスギの地上部は、低照度に

なる程、減少度合がもっとも大きい。地下部は、相対照度100%区より65%区の方がやゝ大である

が、それ以下の低照度になる程、小さくなっている。アシマノスギは、地上部で、相対照度100%区

より6亨%区の方が大きく、30%、10%区と低照度区程小さくなる。地下部は、相対照度100%区

と65%隊よりも30%、10%区の方が小さくなっている。イトンロスギは、地上部、地下郵ともに

低照度ほど生董壁の漸減傾向を認める。郡上5号は100%区に対し65%区になると地上蔀、地下部

とも急減し、30%、10%区では、地上部、蒐下部ともゆるやかな減少傾向を示す。

以上のように、低照度になる謹、地上部、地下部の生重量の増減は-様ではなく、各品種に聞有の

パターンがあるか否かについては、更に検討しなければわからない。

2・3・2　TR率;宏一3に示すように各品踵系統ごとに相対照度の低下によって、どう変化するか

を検討したところ、殆んど明るさとの相関は認められない。その原因は、地上部生重畳と地下部生霊

蓮とはゞ相応して増減しているからとみられる。

2・3・3・梅南、限元径、比較薗商;案-3に示すように、どの品種も最終の箇高、限元固径ともに、

10%区で最小となっている。樹高は、アジマノスギで、100%区から30%区までの範囲で殆ん

ど差を認めず、10%区で小さくなる。イトシロスギは、65%区と30%区は僅かな羞であるが、

低照度になる剛、さくなり、10%区で最小となっている。郡上5号は、低照度になる器、横高は小

さくなっているが、その差は横めて少ない。したがって、明るさと樹高との間には、相関は認められ

ながらも、品種によって、かなり襲なった傾向を示すものと思われる。品棲ごとに固有のパターンが

あるかどうかは、なお検討の必要がある。

10%l・{∴∴∴∴30%区　　　　　　　　　65幼時　　　　　　　　100‰l大

圏-3　品種系統別にみた相対照度別地上部.地下部生璽畳
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最終根元径は、サンブスギ、郡上5号の100%区、65%区とも等し.く、アジマノスギ、イトン

ロスギの100%¥65%区もはゞ等しい。すなわち、根元径は、柏対照授10%区でどの品薗系統

も最小となっているが、少なくとも65%以上の明るさならば、相対照度の違いによって限元径に差

が生じているとは言えない。

比較嵩高は、限元直径(鋤)¥歯丈(飾)であらわされる。相対照度10%区の比較薗高が、サン

ブスギ、アジマノスギ、イトシロスギ、郡上5号ともにもっとも小さいが、30%以上の照度区では、

明るさとの関係は判然としない。

なお、写真一1は、相対照度別のスギの生長状況を示した。すなわち、低照度ほど枝葉が少なく樹

高も低くなり、しかも下葉の枯れなどを認める状況を示した。写英一2は、サンブスギ、アジマノス

ギともに、低照度ほど、規高が小さぐ、限系は貧弱となり、隈長、膿数.摂霞壁とも少なくなってい

ることがうかがえる。

2.3.4　乾婁蓮率;薫-3に示すように、地上部_地下部ともに相対照度との間に、特に、相関々

係は認められない。たゞ、サンブス羊の地上部が、他品種にくらべて小さい値を示しているのが特徴

的である。

2、4.5　玉条伸長遷、側板伸長畳;表-4に示すように、どの品種系統のスギも、低照度となるほ

ど主粂伸長塾は小さくなっている。また、側板伸長箆についても、低照度となるほど小さくなってい

る。また、アジマノスギ、イトシロスギの相対照度65%区で闘技伸長遵6.8rmと等しかったのを除

けば、玉条伸長塵、側板伸長畳ともに同じ相対照度条件下では、サンブスギ〉アジマノスギ〉イトン

ロスギ〉郡上5号となった。

2.3.6　時期別室粂伸長箆と側枝伸長壁;時期別壬条伸長嶺を示すと図-4のとおりである。すな

わち、6月28日までの主祭伸長露は、サンブスギ、アジマノスギ、イトシロスギともに、人工庇陰

の影響よりも、それ以前の環境条件の影響が強いためか、相対照度とは必らずしも対応していないが、

7月19日以降の主条伸長塵は、おゝむね、100%区〉65%区〉30%区〉10%区となり、玉

条伸長饗のピークは、8月6日へ8月27日となっている。この時期は、図-2に示すように、最高

気温は30℃以上ともっ・とも高く、平均気温、最低気温も年中で最高を維持しており、日照時間も長

い時期であることに対応しているように見うけられる。たゞし、アジマノスギの6-5%区、郡上、5号

の100%区では、7月19日が生長ピークとなっている。また、サンブスギは、7月19日へ9月

1、7日間の主条伸長壁の差が大きく、6月28日以前、10月8日以後の主条伸長費は、各相対照度

問で差が小さくなっている。アジマノスギは、7月19日へ9月17日間の主条伸長畳の差が、各相

対照度区の間で大きくなっている。イトシロスギの主条伸長霞の差は、8月6日で最大となり、郡上

5号の主条伸長聾は、7月19日に各相対照度闇で最大となっている。なお、サンブスギ、アジマノ

スギは、7月19日以降において、すべての相対照度区における玉条伸長塵の最大ピークを認めるが、

イトンロス羊の30%区、10%区、郡上5号の10%区は、判然とした主条伸長畳のピークを認め

がたい。以上のことから、各明るさの違いによる年間の玉条伸長塵の差は、7月19日一9月17日

までの約2ヶ月間に、ほゞ決定づけられると害える。

時期別側板伸長聾を示すと図-5のとおりである。すなわち、サンブスギの65%区、30%区、

アジマノスギの6’5%区、30%区、イトンロスギの65%区を除きi　7月19日またはそれ以前を

最大として、以降の側板伸長箆は、10月30日まで次劉こ小さくなると推定できる。また、アジマ

ノスギの65%区、3’0%区および各晶蘭の10月8日以降を除き、すべての品欝系統のどの期間に

おいても、側板伸長鐘は、100%区〉65%区〉30%区〉10%区と照度の大きい撞、側板伸長

壁も大きくなっている。つまり、側板の伸長も明るい寵、良く伸長し、側板伸長ピークは、主条伸長

のそれより早期にあらわれる。少なくとも7月19日以前にあらわれると推定できる。以上のこiとか

ら側枝伸長ピークは圭条伸長ピークより早期にあらわれ、各品種とも、どの明るさでも8月6日以前

一.6一
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衰-4　品種系統別にみた相対照度別の伸長蜜

品種系統 倩靈�ｾb�本　数・ �9h��ﾘ"�最終樹南 偃X���ﾉ+y¥r�伸長琵 ��IL)�ﾉ+x�B�

サ.ン　ブ �����R�21本 �#偵�ﾎ靆B�42.7鋤 ��2緝/�nｲ�49.0% 迭�9��

30 �#"�33.7 鉄b縒�23.0 都B絣�9.4 

65 偵#"�32.2 都����37.9 ���r�"�11.5 

100 �#(�b�33.2 都b綯�43.4 ��3ゅb�13、5 

アジマノ ����12 �32�"�42.3 湯���28.0 迭�"�

30 ��"�39.0 鉄�繧�1工.6 �3�縒�7.9 

/65 ��"�35.7 鉄B�"�18i.5 鉄ゅb�6.8 

100 ��"�37.2 吐�"�2�25.2 都2絣�11.1 

イトンロ ����16 �3�紕�36.7 澱�2�22.9 �"縒�

30 ��b�盆5.6 鼎R紕�9.8 �#偵B�5.5 

65 ����30.8 鼎b絣�15.7 鉄b繧�6.8 

100 ��r�34.0 鉄b縒�22.8 都�絣�10.0 

郡上5号 ����“12 �3偵R�生2,8 �2紕�9.6 ��綯�

・30 ��B�34.5 鼎2繧�9.3 �#ゅB�3.0 

65 ��B�34.2 鼎B�"�10.1 �3r���6.3 

100 ��B�39.4 鉄Rﾃ��16.4 鼎"繆�R�9.7 

に生長ピークがあらわれることがわかった。

2.3.7　主菜長と側校長の関係;スギ品種系統別に、照度変化にともなって、昭和54年6月7日

→11月19日の閲に生長した玉条長と側板長の関係を示すと図-6のとおりである。すなわち、玉

条長の大であるもの撞、側板長も大きくなっている。しかし、品種系統によって-○○様ではなく、サン

ブスギは、照度が大となる罷、側校長の増加割合に対し主条長の増加割合がもっとも高い。次いでア

ジマノスギ、イトシロスギ、郡上5号と側板長の増加割合に対し主祭長の増加割合は小さくなる。

このように、晶顧系統の違いによって、各明るさに応じた側板伸長畳に対する主条伸長霞の割合はこ

となるようである。このことは、各品種によって樹霜型がことなるばかりでなく、明るさの増減によ

る樹冠型の変化も、品種系統の違いによって蓉異があるだろうことをうかがわせる。

2.4.伸長率と耐陰性　伸長率は各品種の当初の樹高に対する生長期間の伸長壁を百分率で示した

ものである。4品種について比較すると、関一7の上端に示すとおりである。すなわち、サン.ブスギ

は、100%区での伸長率が最大で、明るさを減じても、4晶噂のうちでもっとも伸長率は大である

が減少度合は大きい。アジマノスギ、イトシロスギは、サンブスギよりゆるやかな減少傾向をたどり、

各相対照度区で郡上5号より伸長率は大きい。郡上5号は、もっともゆるやかな伸長率の減少度合で

あるが、いずれの明るさでも、伸長率はサンブスギヾアジマノスギ、イトシロスギより小さい。した

がって、伸長率の庇陰の増加に伴なう減少度合がサンブスギ〉アジマノスギ享イトンロスギ〉郡上5

号の順序となり、サンブスギはもっとも照度減に対して鋭敏であり、伸長率については耐陰姓が小さ

いようにみうけられる。なお、伸長率は、当初梅南(肋)¥、玉条伸長量(仰)×100%で示した。

2.5.伸長量指数と耐陰性　伸長壁指数は、各品種系統ともに、相対照度100%区の伸長霞に対

一8-
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図-4　相対照度別にみた時期別
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する各相対照度区での伸長畳を百

分率で示したものである。ムマイ

スギも加えて5品種について比較

すると、図-7に示すとおりであ

る。すなわち、伸長率において明

るさにもっとも強く反応したサン

ブスギが、相対照度65%以下に

おいては、伸長箋指数においても、

もっとも敏感に反応し、10%区

では、アジマノスギよりも伸長・畳

指数が小さくなっている。次に伸

長窺指数の大きい品踵から示すと

相対照度65%区では、ムマイス

ギを除きサンブスギ〉アジマノス

ギ〉イトシロスギ〉郡上5号とな

り、相対照度30%区ではムマイ

スギ〉サンブスギ〉アジマノスギ

〉　イトシロスギ〉郡上5号とな

り、相対照度10%区では、ムマ

イスギ〉アジマノスギ〉サンブス

ギ〉イトシロスギ〉郡上5号とな

る。したがって、相対照度10擁

区における伸長壁指数を耐陰性判

定の基準とすれば、耐陰性が大き

い品橙から示すと、ムマイスギ〉

アジマノスギ〉サンブスギ〉イト

シロスギ〉郡上5号となる。

乞6・弱き度と耐陰性　弱き度

のは、地上部生重量(の¥酋高(の

)であらわした。これは、本来、

苗木の充実度をあらわすのにつか

われているが、本試験では、試験

に供した材料が、比較的小さいこ

と、弱き度は、光不足によって大

きくなるとされていることから、

供試苗の明るさの変化にともなう

充実度の変化をみるため、弱き度

から検討した。すなわち、図-7

に示すとおり、5品種について比

較検討した。.その結果、ムマイス

ギを除く4品踵はいずれも低照度

になる程∴弱き度は大きくなる傾

向を認めた。“特に、弱き度が、低

1　2　3　4　5　6　7　8　9101112　脇1415

側板長(肋)

図-6　相対照度変化にともなう主条長と側校長の関係
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図一7　品踵系統別にみた耐陰性関連因子の変化
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園-8　　品種系統別にみた生長経過
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照度ほど急激に大きくなるのは、郡上5号であり、次いでイトシロスギであった。相対照度10%ま

で、明るさを減じても弱き度の大きくならないのは、ムマイスギであり、僅かに大きくなるのはアジ

マノスギ、次いでサンブス辛であ

った。したがって、5品種間にお

ける弱き度からみた耐陰性を比較

すると、ムマイスギがもっとも耐

陰性が大きく、次いでアジマノス

ギ、サンブスギであり、耐陰性の

もっとも小さいのは郡上5号、次

いでイトシロスギとみられる。

2.7.三要因と耐陰性の比較

伸長率からみた耐陰性は、ムマイ

スギ〉サンブスギ〉アジマノスギ

〉イトシロスギ〉郡上5号の順と

なり、伸長箆指数からみた耐陰性

は、ムマイスギ〉アジマノスギ〉

サンブスギ〉イトンロスギ〉郡上

5号の順となる。また、弱き度か

らみた耐陰性は、ムマイスギ〉ア

ジマノスギ〉サンブスギ〉イトシ

ロスギ〉郡上5号の順となった。

したがって、伸長率、伸長琵指数

弱き度の三つの憂悶を総合してみ

ると、伸長率ではサンブスギがア

ジマノスギより優れているが、伸

寅畿指数、弱き度は、アジマノス

半が、サンブスギより優れている

ことから、伸長率、伸長愚霧散、

弱き度を総合して耐陰階の大きい

苗穂から示すと、ムマイスギ〉ア

ジマノスギ〉サンブスギ〉イトン

ロスギ〉郡上5号の順になる.とみ

なされる。なお、既報ゆで、伸長

壁霜数が相対照度約20%以上の

庇陰干では、サンブスギ〉アジマ

ノスギ〉イトンロスギ〉郡上5号

となることを指摘したが、本鞘で

は、相対照度10%における生理

的反麻から耐酸陸の強弱を検討し

た。したがって、アジマノスギと

サンブス羊の順序は、逆となり、

既報ゆでの緒論と襲なることを附

話し毒ければならない。

60

約

萄　50

橿棚

40

30

40

図

画　30

彊聞

20

o喜　一‾°100%区

○_臆臆臆臆　A　65%区

●_●○___　30%快

事一〇〇一意10%採

6　　6　　T　　8　　8　　9　10　10　11耳

了　　豹　19　　6　　27　・17　　8　　30　19　まヨ

図-9

-l・3-

0

　

　

　

　

　

0

6

　

　

　

　

-

ヘ

リ

細

0

　

　

　

　

　

0

●

4

.

　

　

　

　

　

3

競
り
∴
購

●

白

子

　

　

　

l

母
ン
ブ
ス
ギ

ア

ジ

マ

ノ

ス

ギ

イ
ト
　
メ
ロ
∵
ス
.
-
-

郡
卜
5
‥
勺

ム

マ

イ

ス

で



2.8.生長経過と耐陰性の比較　5品軽について各相対照度細こ伸長生長が、どの時期で、ほゞ停

止するかを図-8について検討した。、すなわち、相対照度100%区では、サンブスギは10月30

日、アジマノスギ、イトシロスギは10月8日以降、ムマイスギは9月17日以降で、ほゞ伸長生長

を停止しているのに対し、郡上5号はすでに9月17田に停止傾向にある。相対照度65%区になる

と、サンブスギは、10月8日、アジマノス羊、郡上5号は9月17日、イトンロスギは].0月8日

時点で、ほゞ生長を停止している。相対照度30%区になると、サンブスギは10月8日まで-応の

伸長葦長を示し、アジマノスギ、ムマイスギは8月27円、、イトンロスギ、郡上5号は判然としない

が8月27日頃で、すでに伸長生長は緩慢化している。相対照度10%区になると、ムマイスギは8

月6臼まで、サンブスギは、7月19日まで、アジマノスギは、6月28日まで、かなりはっきりした生

長経過を示している。しかしながら、イトシロスギ、郡上5号は、当初から、極めて僅かの伸長蓮を

示すに止まっている。以上から、ムマイスギ、アジマノスギ、サンブスギの伸長生長は、相対的にみ

て低照度下でもイトシロスギ、郡上5号よりも明瞭に認めることができる。これに反しイトシロスギ

郡上5号は明るさ撃滅ずると、相対的に早く佃長佳良を停止または、極めて緩慢化することが知られ

る。特に郡上5号はこの傾向が強い。すなわち、どの品種も明るさを減ずると生長休止期は早まる傾

向にあるが、その傾向のもっとも顕著なのは、弧上5号、次いで、イトシロスギであった。特に、相

対照度10%区において、郡上5号、イトンロスギとムマイネギ、アジマノスギ、サンブスギの生長

パターンは対称的で、前者は生長休止期が不鮮明で6月7日から生長が緩慢であるのに対し、後者は

生長休止期が判然としており、8月6日頃までかな卵画展生長を認めることから、郡上5号、イトシ

ロスギよりムマイスギ、アジマノスギ、サンブスギの方が耐陰性が大きいと推察される。

苗穂系統別にみた生長縮退を、図-9について、更に考察してみると次のとおりである。すなわ

ち、サンブスギは、6月28日頃までどの相対照度区とも、人工鹿陰の影響よりも、それ以前の環境

条件の影響が強いためか、ほゞ同じような生黄経過をたどるが、それ以降の生震経過は相対照度の薫

製によって大差を生じている。相対照度.100%園こくらべ、65%闘ま、やゝ生長畳が劣り、30

%園こなるとかなりの生長減を認め、10%区は、6月7日以降、極めて緩慢な生長で、照度不足の

影響が強くあらわれている。アジマノスギもサンブスギと同じような生長経過をたどるが、100%

区、65%区は、サンブスギより7月19日以降の生長が緩慢化している。また、サンブスギ、アジ

マノスギともに、8月6日以降は、100%区、65%区、30%隊、10%陸の脚こ生長鈍化が認

められる。イトンロスギは、アジマノスギと100%区、65%隊、30%採ともに、iほゞ同じよう

な生長パターンを示す。たゞ植栽当初の樹南義が65%、30%晴間でやゝ大きかったため、11月

19日にいたっても、生長差は健かであった。郡上5号は、100%区でイトンロスギと似た生長パ

ターンを示すが、65%区、30%区、10%区は、伍長は当初から生長休止期まで極めて緩陵であ

り、アジマ!スギ、イトンロスギの10%塚の生長パターンと似ている。ムマイスギは、当初の樹高

差を考慮すると100%区では8月6田以降も緩慢な生長を持続しているが、30%区、10%区と

も殆んと生長は停止しているとみなされるこ以上から、品種系統のちかいによって、裸地での生長パ

ターンと照度減に対応した生長パターンに差嚢のあることが判明した。すなわち、相対照度10%区

での生長パターンを比較すると、ムマイスギは、8月6日まで、サンブスギ、アジマノスギも、ほゞ

6月28目までの生長増加をかなり判然と認めるが、イトシロスギ、郡上5号は極めて緩慢であり、

耐陰性の大きいとみなしたムマイスギなどとは対称的である。

3.　ま　　と　　め

3.1　人工庇陰内の気温変化は、アカマツ林内の気温変化にくらべ、高温で推移しており、実際の

林分内で耐陰性を比較検討するのか今後の課題である。

3.2　地上部生霊境、地下部生重畳、全生霊軽とも、サンブスギ、アジマノスギ、イトンロスギ、
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郡上5号とも低照度となる程減少しているが、品軽の遭いによって減少傾向は「熊でなく、各品種に

固有のパターンがあるか否か、なお検討を襲する。

3.3.TR率は、明るさの増減との間に相関を認めない。

3・4・最終樹南と明るさの間には、相関を認め、相対照度10%の低照度では、どの品種も、裸地

における最終樹寓より小さくなっていろ。最終限元径は、相対照度10%で、どの品種も最小となっ

ているが、相対照度65%以上では明るさと限元壇径の問に殆んど関係がないようである。比較苗高

も、相対照度10%で最小となっているが、30%以上の照度では、明るさとの関係は判然としない。

3.5.乾璧塵率は、地上部、地下部ともに、明るさとの関係は見出だせない。たゞ、サンブスギの

地上部は、他品種より小さい値を示した。

3.6.玉条伸長畳、側板伸長畳ともに、低照度ほど小さくなり、同じ照度下では、サンブスギ〉ァ

ジマノスギ〉イトシロスギ〉郡上5号となった。また、主条伸長量は、ほゞ、どの品種系統も7月中

旬から8月下旬、側板伸長壁は8月上旬以前の時期に生長ピークがあり、各相対照度間の差を拡大し

ている。

3.7.主条長と側校長の関係、各照度闇の玉条長の巾はサンブスギ〉アジマノスギ〉イトシロスギ

〉郡上5号となり、各照度閏の側板長の巾は、これとはゞ逆になる。すなわち、サンブスギ、アジマ

ノスギ、特にサンブスギは、明るいほど側板の伸びに対し玉条が良く伸びている。逆に、郡上5号は

側杖が割合良く伸びているのに対し主祭の伸びは少ない。

3.8.伸長率から耐陰性をみると、相対照度10%の明るさでは、サンブスギ、アジマノスギ、イ

トシロスギ、郡上5号の順で弱くなる。

3.9・伸長襲指数から耐陰性をみると相対照度10%の明るさで、ムマイスギ、アジマノスギ、;サ

ンブスギ、イトシロス羊、郡上5号の順に弱くなる。

3.10.弱き度から耐陰性をみると相対照度10%の明るさで、ムマイスギ、アジマノスギ、サン

ブスギ、イトンロスギ、郡上5号の順に弱くなる。

3.1仁　時期別伍長パターンからみた耐陰性を比較すると、耐陰性が大きいとみられる晶踵は、ム

マイスギ、アジマノスギ、サンブス羊で、耐陰性の小さいとみられるのは郡上5号、イトシロスギと

みられる。

3.12.伸張率、伸長運指数、弱き度、生長パターンからみて耐陰性の大きい品種から示すと、ム

マイスギ、アジマノスギ、サンブスギ、イトシロスギ、郡上5号の順となる。

引　用　文　献

(l)坂口勝美:これからの森林施薬106　全国林業改良普及協会1975

(2)璃隆男　苗畑施肥と林地肥培　83　　　地球出版1971

(3)早稲田収他　罪皆伐施業法に関する研究資料18-19　　林試1975

(4)野々田三郎・木村等　スギ品種系統別耐陰性の比較について　73-78　29図日林中支講

1981

-15一



相対照度10%区

相対照度30%区

写真-1

人工日陰下のスギの

成長状況と溢水装置

相対照度65%区

相対照度100%区
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写真一2　サンブス羊の相対照度別曽木形態

一17一

区%03

区%001




